
導入リポート 　株式会社大戸屋

店舗改革の鍵となる「情報共有」と「教育サイクル向上」に貢献
スムーズな情報共有がチーム力を高め、お客様満足度が向上

定食店「大戸屋ごはん処」を展開する大戸屋様。注文を受けてから一品一品丁寧にこしらえる「にっぽんの食卓ごはん」
は、今や国内のみならず海外でもファンが増加しています。その味とサービスを一定のクオリティで実現し、さらに向
上させていくためには、調理マニュアルをはじめ様々な情報をスムーズかつ正確に現場へ共有することが不可欠。店
舗改革の一環として導入した「はたLuck」の活用事例について、本部・SV・店長の各視点から語っていただきました。

もともとは本部が店舗へ配布しているマニュアル

をデジタルで一括配信・管理することができるツー

ルを探していました。 「はたLuck®」は、マニュアル

の展開以外にも、店舗で必要な情報伝達の機能が一

つに集約されていることを知り、興味を持ったこと

が導入のきっかけです。

導入前は、店舗内の情報共有ツールがバラバラだっ

たことが課題でした。 チャット、教育動画の閲覧な

ど、様々な情報がいろんな手段で展開されており、

店舗スタッフは店内PCや掲示物で情報を取りにい

かねばならない。 情報源が2つ、3つと増えると心に

残るわけがないですし、管理側も本当に大変でし

た。 早速、10店舗にテスト導入したところ、調理動

画や業務マニュアルが閲覧できる「学習する」機能、

「星を贈る」という称賛や感謝をしあえる機能、「連

絡ノート」を通じた情報発信が1つのアプリに集約

されていたこと、さらに本部側もその内容をキャッ

チアップできるところが大きく評価できました。

膨大な調理マニュアルが手元で見られる、これは些

細なことですが教育サイクルを回す上でキーにな

りますし、本部や店主が目標を発信し、スタッフも

目標に向けて自由に発信して楽しんでいることが

わかりました。

アンケートでも「今後も使いたい」という回答が8割

を超え、店舗にとってもなくてはならないアプリに

なったと思っています。本部もスタッフもメリット

を十分に享受できていると感じ、全店舗展開に踏み

切りました。

当時、私の担当エリアでのテスト導入となり、利便性

の高い「はたLuck®」を店舗スタッフが使いこなせば、 

絶対に良い店になると直感して、現場には「すべての 

機能を使い倒そう!」と声をかけました。 とはいえ、店

舗にただアプリを与えるだけでは浸透しません。 店

舗ごとにも課題も違うので、直接会って「はたLuck®」

の使い方を話し合い、どの店舗がどんな投稿するか

を毎日ウォッチして分析して...と手探りで試行錯誤

しながら定着をサポートしました。

そして、最初に成果が出たのは、とある都心の店舗で

した。 ここは店主が外国人で、スタッフにも外国人

が多く、日本語が得意でないために接客やコミュニ

ケーションが不十分なこともあって、毎月お客様か

らクレームをいただく、改善が必要な店舗でした。

店主は真面目で、改善意欲もあったため、「この店の

課題はこうだからこうしてみよう」と話すと、店主

は本当に小まめに「はたLuck®」で発信をしてくれま

した。すると、「改善する」という目標が皆に伝わり、

毎日スタッフがローテーションで情報発信するよ

うになりました。 そうして2カ月が経った頃、なん

と、クレームがピタッと止まったのです。 実際に店

舗を見に行くと、外国人スタッフが難しい日本語を

使わずとも、お客さまを満足させる接客をしている

姿を見て、本当に嬉しくなりました。 他のテスト店

舗でも、お客様満足度の向上が見られたり、オペ

レーション統一化にも大いに役立ちました。

こうした結果から見ても、店主の思いを毎日繰り返

して発信することが一番大事だということを「はた

Luck®」から改めて教えられ、それをシンプルに実践

できるツールが「はたLuck®」なのだと感じます。

飛び交う情報を「はたLuck®」で一元化
全員に情報が行き渡り、個ではなくチームで動く店舗へ

課題・導入

浸透・変化
職場の多様性が当たり前になっている今、
「店主の思い」をシンプルに伝えるツールが絶対必要

導入概要

株式会社大戸屋

業種：飲食サービス

導入規模：1,900名（2022年2月28日現在）

導入店舗数：国内128店舗（2022年2月28日現在）

導入目的
▶情報共有の一本化
▶調理・業務マニュアルの周知徹底
▶本部からの伝達情報の効率化

「5年後会社にとって必要な人材と仕組みをつくる」という
モットーのもとで、経営改革の一環となる、DX戦略を推進す
る存在。店舗の業務効率化、人材の質の向上に取り組んでいる。

全国にある大戸屋の中でも、東京の都心部から北海道まで約
40店舗を統括する営業本部のエース。テスト導入当時は、東
京・都心エリアのSVを担当し、テスト店舗における「はた
Luck ®」推進・浸透の陣頭指揮を担った。

株式会社大戸屋ホールディングス
経営管理本部人事部 部長
中﨑 諭 様

株式会社大戸屋
営業本部直営事業部第３営業部 部長
神崎 健 様
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活用すべきは、マニュアル教育を向上させる「学習する」
コミュニケーションロスを防ぎ、フラットな情報提供を実現する「連絡ノート」

以前は、本部からくる業務や調理の紙マニュアル

を大量に印刷したり、調理動画もPCしか見られな

いため、一人ずつ直接対面で共有するという状態。

また、本部からの情報は、必要な情報だけを手で書

き直して貼り出し口頭でも伝えるなど、共有・浸透

には、とにかく時間と手間がかかっていました。 そ

んな中での、「はたLuck®」はまさに渡りに船。 まず

は運用にのせるべく、出勤したら必ず「はたLuck®」

を見るというルールを設け、「連絡ノート」に売上・ 

目標・連絡事項だけでなく、「○○さんが空き時間

にカウンターをピカピカにしてくれました」と

いった良い行動・接客の観点などを、毎日投稿しま

した。  新しい手法に抵抗を持つ年配スタッフも、そ

の便利さに気付いてからの浸透は早かったです

ね。 次に活用度が高い「学習する」という機能に

よって、マニュアル教育は格段と進化しました。

紙やPCから、スマホで見られるマニュアルへの移

行は、管理側の負担を大幅に削減。出勤日の少ない

学生や外国人スタッフには、好きな時に自学・復習

ができる利便性が好評で、管理側も「見ました」ボ

タンで見た人を把握した上で教育ができるので、

習熟スピードや品質はグンと向上しました。

さらに、「はたLuck®」での情報共有で、スタッフの意

識が上がりました。 今まで、店主・社員だけが知っ

ていて、スタッフが「聞いてない」という情報格差

によってミスが発生し、雰囲気が悪くなるケース

を何度も見てきました。 でも、「はたLuck®」 はフ

ラットに情報伝達できることで、そうした伝達ミ

スが劇的に減り、むしろ私より先に「明日からこの

クーポン始まりますね」と情報をキャッチアップ

してくれたり、スタッフ自ら、お客さまのために考

え、動こうという意識が向上したと感じます。

浸透・変化

今後、目指すべきものとは？

原口　私は、どのスタッフでも、どの時間帯でも、
どの曜日でも、お客さまに「いいね」と喜んでいた

だける店舗を実現したい。 そのためには、情報共

有が大切です。 情報共有に有効な「はたLuck®」が

あってこそ、お客さまのために協力し合える関係

性を作ることができました。 次のステップは、「は

たLuck®」でスタッフの良さを引き出し、彼らの成

長のために活用できればと思っています。

神崎　私は、大戸屋を日本一の会社にする、それし
かないです。 その実現には現場の力が必須ですか

ら、立場として視界が上がっても、現場はしっかり

と見ていたいんです。 特に私が店主の時から大切

にしてきたのが、コミュニケーション。 「はた

Luck®」 が、これまで見えづらかった現場のコミュ

ニケーションを可視化してくれることで、スタッフ

の定着率やお客様満足度などとの相関性を探り、数

値化できたら大きな前進になると思っています。

中﨑　私も目指すところは1つで、まずグループと
して一番になること。 他の販社が大戸屋がやって

いることを真似したいとか、キャリアの中で大戸屋

に入りたいなど、規模も人も質も一番になりたいの

です。 その仕掛けの1つが「はたLuck®」であり、まず

は「はたLuck®」での成功事例をつくり上げたい。 ま

だまだ店舗には考える力が弱い部分もありますか

ら、 成功事例を横展開して、その幅が広がっていく

のがベストです。 店舗内の事例から、店舗間、地区

間の相乗効果へと広がれば、間違いなく大戸屋全体

の数字が変わります。 今後も変化を続ける大戸屋

に、ぜひ注目していただければと思います。

規模、人、質ともにめざすはナンバー１
その実現に向けて「はたLuck®」を仕掛けていく

変化・効果

お問い合わせ

「はたLuck®」はサービス業に特化した店舗変革プラットフォームです。
SWX（Shift Worker Experience）     ＝   シフトワーカーの“仕事の体験価値”向上   が
店舗の生産性を高め、事業を成長させると考えています。

03-6435-9057
marketing@hataluck.com

テスト導入店舗の１つ、五反田東口駅前店の店主（店長）を勤
める。前職は介護職で、友人が学生の時に一番楽しかったバイ
トだという大戸屋に転職。4年目で店主となり、Youtubeの大
戸屋ごはん処チャンネルにも登場している。

「はたLuck®」学習機能
大戸屋様のマニュアルイメージ

※投稿より抜粋

株式会社大戸屋
五反田東口駅前店 店主
原口 翔平 様

仕事のマニュアルや
動画がスマホで見られる１ キーワードで

簡単に検索できる２ 管理画面から
簡単に展開できる３

紙のマニュアルとは違い、いつでも
どこでも自分のスマホで、自分の
ペースで効率よく学習できます。

現場で困った時、誰かに聞かなくても、す
ぐにマニュアルが見つかります。

検索対象を選択して、検索キーワードを
入れるだけで、結果を一覧表示！

メンバーから見てもらえているかを把握できる
ので、作業指示の徹底や実行管理に最適です。はたLuck®

「学習する」
3つのポイント


